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は　じ　め　に
　戊辰戦争のように九州や本州の端から関東・奥羽・北陸までも，長駆して大軍を動かし，その
軍需品の大輸送を伴う戦争を敢行することは，如何なる大藩にせよ，その財政的見地から考えて
みると至難なことである。
　したがって，これには既に早くから兵器・弾薬等において充分なる準備蓄積があってのことと
考えられるが，何といっても，これらを支え動かす原動力となる経済的基盤がなくては不可能な
ことであった。
　戊辰戦争において，薩摩藩が長州，土佐藩等と協力して，転換期の立役者となり，日和見的事
大的な諸藩を駆り立てて，奥羽越列藩同盟を降すことのできた所以のものは，多々あったであろ
うが，文久2年以来，琉球通宝の鋳造を名目とした約一億枚の天保銭の密鋳による巨利に由来す
ると言われてきた。
　私は戊辰戦を推進した原動力の一つとして，巨額の天保銭の密鋳益を挙げることには賛意を表
するが，薩摩藩の密鋳天保銭を約一億枚とする説には賛同し難く，之は少なくとも，2億5，000万
枚以上であったと考えるものである。
　これについての従来の所説を紹介するとともに私見を述べ，また之に関連して諸藩の密鋳天保
銭についても附言してみたいと思う。
1　琉球通宝と天保通宝
　安政2年（1855），島津斉彬は，琉球救助の名目で，「中山開宝」「琉球大宝」などの鉄銭凡そ
10万貫文を10年間に鋳造して，琉球にだけ通用させることを幕府に願い出た（注1）。これは，この
願が許可になったら，これと同型の銅貨「寛永通宝」を密鋳して，財政の補填に充てる計画であ
ったが，翌年4月にその願は幕府から却下され，斉彬が安政5年に死去したために，この計画は
沙汰やみとなってしまった。
　その後，文久2年（1862）に藩主島津忠義は幕府に対し，近頃琉球に英・米・仏人が渡来し，
長期にわたり在留しているため，その守備，その他，各方面において費用を要することが多く，
一般民の困窮が甚だしいので，琉球，薩摩領内に限り通用させる銅銭「琉球通宝」の鋳造を願い
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出た。
　この琉球通宝は，その形や重さなどが天保通宝と同一であったため，幕府は当初難色を示した
が，何しろ77万石の薩摩藩から対外事情を絡ませての請願であり，
それに大阪の医師安田轍三を介して，勘定奉行小栗上野介に巧みに
取り入るなどのこともあったので，1年100万両として，3か年間
の鋳造許可が与えられた。
　薩摩藩がこのように熱心に琉球通宝の鋳造の許可を得ようとした
のは，琉球通宝は他藩では通用しないので，天保通宝と同じ大きさ
の琉球通宝を鋳造する傍ら，天保通宝を密鋳して，これによって他
　　　　　　　　　　　　　　はら藩から物を買いつけようという肚であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぶ　というのは，寛永通宝の一文銭（銅小銭）を6枚潰せぽ百文通用
の天保通宝が1枚できるので，その儲けの多いことを見込んでのこ
とであった。
写真1　現物大（広郭）
皿　天保通宝の密鋳を可能にした文久期の情勢
　文久2年（1862）4月，島津久光は薩摩藩主の名代として，1，000人の士卒を引連れて上京，幕
政改革の朝議を取りつけて，之を幕府に伝える勅使大原重徳の護衛として随行することになった。
　この意図は薩摩藩の実力と自分の威力を朝廷と幕府に認めさせるにあったと言われているが，
参勤交代でもなくして，このような兵力を動かしたのは実に画期的なことであった。
　この直後の8月に起こった次の事象は，その後の薩摩藩の地位と運命を決定的にしたものとし
て注目すべきことである。
（1）琉球通宝鋳造の許可
　安政2年，島津斉彬の時に寛永通宝銅銭と同型の鉄銭「中山開宝」　「琉球開宝」の鋳造願さえ
も却下してしまった幕府も，先に願い出ていた天保通宝百文銭と同型同量の「琉球通宝」の鋳造
願に対して，文久2年8月になって，1年100万両ずつ3か年の条件で許可するに至った。
　300万両といえぽ，当時の天保通宝の相場を勘案して，〈1両に100枚〉とするならば3億枚で
ある。これによって，幕府の勢威が薩i摩藩の実力の前に，如何に弱腰になってきたかを知るべき
であろう。
（2）参勤交替制度の緩和
　黒板勝美編『国史研究年表』（岩波刊）に，「文久二年八月廿二日，幕府諸侯の参勤交代を緩め，
其妻女を国に就かしむ」とあり，高橋亀吉著『最近の日本経済史S（平凡社刊）には，「文久二年
には，幕府の参勤交代制度殆んど撤廃せられ，従来，江戸に居住せし各藩の妻女は殆んど皆国に
引揚げ，ために，従来，これを顧客とせし江戸の商業並に之を相手とせし各地の産業は一大悲運
に陥る。」と記されている。
　これは裏から考えてみると，その後，幕府の統制力が諸藩に及ぼなくなったということであっ
て，後に各藩が薩摩藩に徹って，天保通宝の密鋳を行なうようになったのも，万一の場合におい
ても，後顧の憂いがなくなったからであろう。
（3）生麦事件に端を発した薩英戦争
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　島津久光が勅使に随行して帰京の途次，横浜の生麦村で，その行列を横切ったイギリス商人が，
久光の護衛の奈良原喜左衛門等に斬り殺されたのは文久2年8月21日のことであった。
　これに対し，英国艦隊は幕府から償金10万ポンドを領収したのであったが，なお，薩摩の責任
を追及して，文久3年6月22日，横浜を出港し，鹿児島に向かった。
　生麦事件は薩摩藩を未曽有の窮地に陥れたものの，英艦との戦闘によって，近代兵器の威力を
まざまざと見せつけられ，そのため，兵器の改革の必要を痛感させられた。
　すなわち，この戦争によって，多くの砲台は破壊され，藩の兵器廠と見倣されていた集成館が
全く灰儘にされてからは，富国強兵の大目的のために，薩摩藩は他に檸ることなく，一意専心，
大規模に天保通宝の鋳造に全力を注ぐようになった。
皿　市来四郎と天保通宝の密鋳
　以上の「琉球通宝と天保通宝」　「天保通宝の密鋳を可能にした文久期の情勢」において，薩摩
藩が天保通宝の密鋳に専念するに至る経緯の概要について述べたが，なお，この仔細については，
薩摩藩において，天保通宝密鋳の任に当たった市来四郎の自叙伝に述べられているので，この
「伝」の要所を追って，当時における薩摩藩内の事情と市来四郎の所管事項について考究してみ
よう。
　薩摩藩主島津斉彬は嘉永6年の頃から既に天保通宝密鋳の下心があり，市来四郎に鋳銭法を伝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきさつ習させ，特に天保通宝の鋳造に注目するように命じていた。この経緯については，『市来四郎君
自叙伝』　（「史談会速記録」第127）の中に，
　　「同年（嘉永六年）七月日（未詳）鋳銭法伝習の密令を奉す，当時江戸に有名なる茶釜鋳造
　匠西村道弥なる者あり，之を雇ひ鹿児島に下され，加治木郷鍋屋浜田某の工場に於て，御宝器
　の内に在る八景の茶釜等の模製せしめらる。
　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひそか
　　這の西村なるものは江戸橋場鋳銭局の頭工なりしことにイ乃り，公，予に命せらるに霧に鋳銭
　法伝習すへきを命せられたるを以て，職工千葉助十郎を率ひて同処に至り，数日にして其鋳法
　を伝授せしむ。是れ後に大に為す所あらんとするにありしなり。
　　中にも天保通宝の鋳造に注目すべき命ありたり。　（茶釜模造は茶道職脇藤渕担当し，予は鋳
　銭法伝習を指揮す）」
　すなわち，市来は江戸橋場鋳銭局の頭工であった西村道弥について鋳銭法を学んだのであっ
た。
　市来四郎は，文久2年4月，目付役として江戸に在勤していたが，この年の8月に薩摩藩は幕
府から三か年を期として琉球通宝鋳造の許可が与えられたので，同年10月19日に集成館掛，琉球
通宝鋳造掛を命じられた。
　薩摩藩が琉球通宝鋳造許可を願い出た理由は，近頃，琉球に英米仏人が渡来し，長期にわたっ
て在留しているため，守衛其他に内外多端にして多大の費用がかかり，国力が疲弊の極に達して
いるから，琉球，薩摩内に限り，琉球通宝を通用させたいというのであった。
　　「三十五歳，文久二年壬戌四月廿二日，目付役を以て江戸在勤を奉命す。
　　同年十月十九日，国老川上但馬用人肝付左門を以て，重て集成館掛，琉球通宝鋳造掛を奉命
　す。依て江戸詰を免せられ，即日より鋳銭事業に従事す。
　　さきに本藩，幕府に琉球通宝鋳造の許可を請ふ。文久二年八月に至り，三ケ年を期とし許可
　を与へらる，是れ琉球国に英米仏人到来，積年在留，守衛其他内外多端用途勘からず，国力疲
　弊極りたるを陳情し，其請願に尤も力を尽したるは，勝手掛用人平川宗之進，抱医師安田轍三，
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　勝手方筆生中村善兵衛の三人なり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わずか　　安田は幕府勘定奉行小栗上野介と旧好あるを以て，頻りに説く処ありて，纏に許可を得たり，
　琉球通宝とせしは藩内に限り通用する制法なりしも，天保通宝と同形同量に定めたるは慮る旨
　ありてなり。」（『史談会速記録』第130）
　このようにして，鋳銭局が創建され，開局鋳造を始めたのは，文久2年11月19日であり，「是
より日夜に鋳造し，当時種々の職工日々凡四千人を使役せり」と記しているが，元来の目的の天
保通宝の密鋳を本格的にやろうとするには障碍があった。それは医師安田の存在であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w）　　「予は嘉永六年七月，斉彬公密命を奉じ，西村道弥に従って鋳成の法を伝へたる事由あるを
　以て，窃に諮問せらる所あり。依て鋳銭の方法，計算の比較を上申し，安田の方案中不利不益
　なることを指摘したり。
　　　　　　　しりぞ　　藩庁安田を黒出け，予を挙て代らしめたり。初め動植館内旧製煉所に職工千葉助十郎をはじめ
　工人数名を使役して試鋳せしむること数日，久光公，忠義公も屡々親しく臨視せられ，深く先
　公の明鑑を感話し玉へりとそ。
　　大久保一蔵，中山仲左衛門の二氏力を尽して予が功を助く。」（r史談会速記録』第130）
　　なお，医師安田については
　　「幕府は本藩の挙動に注目すること深く，医師安田なるものは，元大坂の人にして本藩に任
　　　　　　　　　　　　つい　用したるなり。然るに後，終に幕府の間諜なること発覚して屋久島に諦流さる。」
と附記されている。したがって，この安田を屋久島に追い遣ってから，漸く大規模に天保通宝の
鋳造が行なわれたのであろう。（注2）
IV　薩摩天保の密鋳金額とその使途
　『市来四郎君自叙伝』において，特に留意すべきは，市来が日夜精励して，1日の天保通宝の
鋳造高凡そ4，000両～5，000両，1月にして凡そ12万両を越え，彼がその掌務中の凡そ三か年間に，
薩英戦後僅か30日間休業しただけで，天保通宝290余万両を鋳造し，戦前の入費，或は神瀬砲台
建築費用，各所砲台修築の費用，大小砲鋳造等の費用だけではなく，薩英戦の際に兵火に罹った
者の救助費に及ぶまで，悉く天保通宝を以て充当して，薩摩藩の今迄の蓄積は，その侭，戊辰戦
の軍費として補充することができるようにさせた点であろう。
　この点は特に重要と考えられるので，次にその原文を示してみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　くるし　　「当時．本藩は内外多端の用途に難み，殊に久光公上洛について経費彩多なり。
　　　　　かつ　　ずしよ　　斉興公曽て調所笑左衛門に委任し，貯ふる処の金銀凡一百万両を超へたり。これを三分して，
　其一は斉興公の御手許に納め，其の余額依然宝庫に在りしを，四，五年以来吉凶の経費或は海
　陸の軍備に用ひられ，今に残る処五十万両に過ぎざりしと，予，窃に其ことを聞き，大に憂ひ，
　日夜勉強して，一日の鋳造高凡そ四，五千両に及べり。一月にして，凡そ十二万両を越へるの
　予算なり。
　　余が掌務中，凡三ケ年の間に兵火（薩英戦争）後，凡三十日許休業し，二百九十余万両を鋳
　造し，前ノ浜戦争以前の入費，或は神瀬砲台建築の費用，各所砲台修築の費用，大小砲鋳造の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うこか
　費用，兵焚に罹れる者の救助費等悉く天保銭を以て使途に充てたり。故に国庫の蓄積は全く動
　すことなく，戊辰の役に至て其の軍費を補充することを得たり。」（r史談会速記録』第130）
　この密鋳薩摩天保は，他藩との交易に用いて，薩摩藩の財政に大なる寄与をしたことは勿論で
あるが，市来は自ら使節となって広島に赴いて功を奏したことについて，次のように述べている。
　　「同（文久三年）十一月十五日，安芸広島に使節の命を奉す。予，今回広島行の使命を奉し
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　たるは，大に天下の為に謀る処ありしなり。
　　初め前の浜戦争の御見舞として，浅野侯側役宮田権三郎，船越寿左衛門，国枝与介等の五名，
　来鹿児，上町商人柿本彦左衛門が宅に宿す。
　　予，柿本に密命を伝て，宮田等に説かしむる所あり。安芸藩内に名を琉球通宝に仮りて，其
　実天保通宝を散布し，我藩に於て欠乏の米穀，棉，塩，銅鉄を彼の藩に求むることとなさんと。
　宮田等大に恰悦懇に予に依頼せり。玄亥に於て両藩の間に彼我有無相通するの約を結べり。
　　当時，彼の国庫疲弊したるを以て，我藩は正金十万両と天保通宝五万両を貸与し，米穀銅鉄
　の諸品を年々輸入し，其額凡そ三十九万両に達するものとし，貸与金は二十ケ年の返済期限を
　約し，物品代金は年々通宝を以て払渡すの約定なりき云々」（同書第130）
　すなわち，薩摩藩は，このように他藩から米穀・銅・鉄等の物資を輸入して，その代金は天保
通宝で払うことができるようになった。
　なお，市来の自叙伝のく三十八歳，慶応元年〉の条（「史談会速記録」第132）を見ると，
　　「当時，予は会計専務鋳銭に従事し，軍費補充に努力す。財政困乏に際し，内に在りて軍費
　の支出を計るべき旨を命せられたり。
　　鋳銭の原料は当時多くは梵鐘仏具を専用せり。」（注3）
とあり，これは天保通宝密鋳に特に関係の深い一一節として注意されるところである。
　最後に市来自叙伝の慶応3年，明治元年の条を見ると，「休職家にあり。」などとあるから，
この頃は戦時多忙の際ではあったが，今迄の永い間における彼の藩財政への大なる貢献に対する
特功によって休養を賜わったのであろう。
V　薩英戦争の被害額と薩摩天保の密鋳額
　市来四郎は，前章に彼は約3年間に天保通宝290余万両を鋳造し，薩英戦前の入費，神瀬砲台
建築費用，各所砲台修築の費用，大小砲鋳造の費用，薩英戦の際に兵火に罹った者の救助費に及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　oぶまで，悉く彼が密鋳した天保通宝を以て充当したと述べている，これは即ち，薩英戦による被
o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o
害額以上の天保通宝を密鋳したという証言とも考えられるので，先ず，薩英戦による薩摩藩の物
的被害額を調べてみよう。
　　薩英戦争の損害について，栗原隆一氏は，「2日間にわたる戦闘で英国側は63名の死傷者を
　出し，薩摩側は18名の犠牲者（死者5，重軽傷者13）を出した。物質的な打撃になると比較に
　ならぬ程甚大で，被害額は100万ポンド（250万両）に達した。」（『幕末日本の軍制』（新人物往来社刊）
と記している。すなわち，その内容は，
　（1）価格30万8，000ドルもする三隻の汽船が捕獲撃沈された。
　（2）陸上砲台（備砲約92門）が殆んど破壊された。
　（3）城下の一割にあたる上町方面の民家凡そ350戸，士族屋敷160戸，寺院4個所が災上させら
　　れた。
　（4）集成館，鋳銭局が災上させられた。
　（5）文久3年11月1日に英国に10万ドルの償金を支払った。
　その他を合しての薩摩側の損害の総額は，100万ポンド（250万両）であって，この薩摩藩の損
害総額と，市来四郎自叙伝に見える，薩摩藩の3年間に鋳造した天保通宝の全鋳造額の290万両
とを比較してみると，天保通宝の全鋳造額の方が40万両も多かったことになる。
　これによって天保通宝の（薩摩藩における）密鋳額の290万両が如何に巨額であったかという
ことが納得されるであろう。
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　要するに薩摩鋳銭局では，この約3年間に薩英戦前の入費を補填した上に，薩英戦による全損
害額を密鋳天保通宝によって埋め一之によって再建された大砲等は近代新鋭砲に改められたこ
とになる。
　即ち，薩英戦後の薩摩藩の近代化については，r維新と科学』（岩波新書）の著者の武田楠雄氏
は，
　　「（前略）一藩の存立のため，島津国家の富強のためには，この際，イギリスと手を結ぶほ
　かはない，薩藩の首脳部は率直にそう感じた。こうして武器軍需品の密輸入，その購入資本の
　獲得，そのための藩際国際密貿易の活発化，汽走船隊の再建，この薩摩路線がはっきり打出さ
　れている。」（『維新と科学』）
と記しているが，この薩摩路線を推進させたのは薩摩密鋳天保であった。
　薩摩藩は他藩と異なって，琉球の砂糖の専売により，或は琉球を利用した密貿易によって，従
前から，その財政を補墳してきたのであったが，〈それだけでは〉今回の火急に必要な巨額を支
弁することができなかった。
　そこで，採られた方策は，薩摩自藩にだけしか通用しない琉球通宝の鋳造を，同型同量の天保
通宝の密鋳に大々的に切り替えることであった。前々から琉球通宝を天保通宝と同型同量にして
置いたのも，実はそのためを考えての遠謀深慮であった。
　その後，薩摩藩では前轍に懲りて，陸海軍の近代化を進め，元治年間から慶応3年にかけて，
英米から12隻の艦船を購入するとともに，城下の主要台場には，長崎でロシア人から買入れたア
ームストPング砲80余門を据え，連日実弾射撃の練習に励んだと言われており，これらの購入に
も，間接的ながら密鋳天保銭が一役買っていたと考えられる。
　要するに，薩摩藩は薩英戦争によって疲弊のドソ底に陥ろうとした藩の財政を天保通宝の巨額
の密鋳によって建て直し，近代兵器を次々と購入して，それによって，鳥羽伏見の戦，・戊辰戦に
　　　　　　　　　　　ひおける主導勢力となり，延いては明治維新の大業を成就することができたとも言われるであろう。
W　天保通宝の鋳造高と新貨との引換申請高
　天保銭（天保通宝）の鋳造高に関して，造幣局編『貨幣の生ひ立ち』　（朝日新聞社刊）の後に
つけられている「徳川幕府貨幣表」には，天保6年6月21日から明治3年迄に鋳造された天保銭
は（注4），4億8，480万4，054枚とあり，『貨幣手帳a　（昭和46，碩文社）には，
　　「（天保銭は），最初は金座番場下吹所で鋳造したが，手狭なため同年七月から浅草橋場町
　で鋳造をはじめ，材料の不足から，その後何回かの鋳造停止はあったが，橋場町真崎，大阪の
　難波町などにも銭座がつくられ，明治三年まで三十六年間にわたって約4億8，500万枚が鋳造
　された。」
とあって，いずれも，この約4億8，500万枚の天保銭が，天保6年から明治3年迄の問に鋳造さ
れた総高のように記されている。
　ところが，日本銀行調査局編『図録日本の貨幣』第7巻152頁の「旧貨幣流通高」表（明治2
年）の「天保通宝銅百文銭」の所には，3，878，432円43銭2厘とあり，この「注」に，これは天
保通宝銅百文銭の4億8，480万4，054枚を，1枚80文として換算したと記されている。
　この「表」は大蔵省r明治貨政考要」上編，阿部謙二著『日本通貨経済史a　（昭和47，紀伊国屋
書店刊）にも見られるものであって，
　　「この表は，明治二年度における旧幕貨幣流通量（ただし，明治新貨との引換え申請のもの）
　を，明治四年七月十四日制定の新貨幣との交換率によって換算した明治貨幣単位による金額で
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　ある。」（注5）
と注記されている。
　これによってみると，上記の4億8，480万余枚は，天保6年から明治3年迄の間に鋳造された
天保銭の枚数ではなく，明治2年度に新貨幣との引換えを申請した数だということになる。
　〔天保銭引揚交換高〕
　天保銭の引換は，明治29年12月末に終ったが，この時迄の天保銭引揚交換高については，小川
吉儀i著「天保通宝鑑識と手引』には，5億8，700万枚とし，　『図録日本の貨幣』第7券には，
　　「天保通宝の処分は，明治29年12月31日にいたって完結し，その交換高は469万3，939円21銭
　4厘に及んだ。」
とあり，これを1枚8厘換として，枚数にしてみると，5億8，674万2，402枚となる。
　　　〔注〕　上記の交換高を8厘で割ってみると，586，742，401と余り6厘となるから，「21銭4厘」は，
　　　　　　「22銭4厘」の誤植であろう。1枚8厘換となったのは，明治4年12月からである。
　次に青山礼志編『貨幣手帳』（碩文社）には，特に「密鋳天保1億枚」という題の下に，
　　「当百銭の鋳造・発行は形を変えた貨幣の改鋳（悪）にほかならない。鋳減りや工賃，諸経
　費を差し引いても，一文銭百枚をつぶして，当百銭十五枚ができるというのだから，実に十四
　倍もの利益を生む。
　　これを幕府同様に財政難に苦しんでいた諸藩が見逃すわけがない。表面は新規銭文の藩内通
　用銭の許可を得，その陰にかくれて天保銭を密鋳したり，幕府の威信失墜につけ入って，最初
　から天保銭密鋳をはかる藩もあって，天保銭は全国各地に鋳造された。
　　明治になって新貨幣と交換した天保銭だけでも，五億八千七百万枚というから密鋳された天
　保銭は実に一億枚を上廻ったわけである。」
と，引揚交換高を5億8，700万枚とし，密鋳天保銭の数を約一億枚としている。
　この天保銭の密鋳高を一億枚とするのは，従来の古銭学界の定説であって，小川吉儀氏も，
　　「明治二十九年十二月末に引換を終った時迄の引揚交換高は五億八千七百万枚に及んだ由で
　ある。本座銭の鋳造高より，幕朝の眼を掠めて，借，密鋳された天保が四分の一近い一億枚と
　は如何に多量であったか，天保一代記に拠って時の政治，経済の背景を知ることが出来るので
　ある。」（『天保通宝鑑識と手引』）
と記されている。
　この密鋳天保銭の一億枚というのは前述の天保銭の引揚交換高586，742，402枚から，天保6年
から明治3年迄の官鋳天保銭と考えられていた4億8，480万枚を差し引いたものを言っているの
である。
　だが，4億8，480万枚というのは，前述の通り明治2年度に新貨幣との交換を申請した天保銭
の枚数である。
　したがって，この中には既に前から一般に流通していた密鋳天保銭も多く，特に文久2年11月
から密鋳され始めた薩摩天保や，その他の諸藩の密鋳天保銭などにも交換申請のものが多かった
と考えられる。
　要するに，全引揚交換高から差し引いた4億8，480万枚の中に，既に密鋳薩摩天保や，その他
の藩の密鋳天保銭の巨額が含まれていた筈であるから，実際の密鋳天保銭の総数は一一億枚などよ
りも遙かに多かったことになる。
　〔薩摩天保の密鋳高と諸藩の天保銭密鋳〕
　薩摩藩の天保銭密鋳について沖縄史の研究家の比嘉春潮氏は次のように述べている。
　「…………最初は琉球通宝を約十万両造ったが，後には主として天保通宝を密鋳し，これを領
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　外に通用させた。こうして三か年に鋳造の二百九十万両中，二百六十七万両は天保通宝だった
　とのことである。」（『物語藩史』第七巻の「琉球史」）
　上記の267万両は，「万延以後は一両百枚替」の方式に従って，天保銭の枚数に直してみると，
二億六千七百万枚となるから，薩摩藩の天保銭密鋳高は少なく見積っても二億五千万枚以上はあ
ったと考えられる。
　また，天保銭の密鋳は薩摩藩だけでなく各地の諸藩も之を行なっていた。このことは，
　　「薩藩は琉球通宝と天保通宝を，英艦の砲撃で一ヵ月ほど休止したほかは鋳銭能力いっぱい
　にこれをつくり，約三年間に二百九十余万両の大量を鋳造した。
　　そのほか，福岡藩は文久二年から城内で筑前通宝と天保通宝を鋳造し，高知藩は天保銭型の
　土佐通宝，土佐官券などをつくった。
　　水戸藩では，本国と江戸小梅の下屋敷で天保通宝をつくり，会津藩でも同じく天保銭の鋳造
　を行っている。盛岡藩では直営の尾去沢銅山の山内通用として，表に盛岡銅山，背に百文通用
　とある天保型銭をつくったが，それに隠れて本来の目的である天保銭を鋳造し，また秋田藩は
　阿仁銅山で，仙台藩は石巻で，それぞれ盛んに天保通宝の鋳造を行っている。」（瀬戸浩平著『貨
　幣の文化史』，出版春秋社）
という瀬戸氏の著によっても知られることであって，薩摩藩外の諸藩における密鋳高も多かった。
　すなわち，薩摩藩の天保銭密鋳高だけでも二億何千万枚と推定されているのに，幕末から明治
にかけての全国各藩の天保銭の密鋳高の総計が一億枚余に過ぎなかったなどということは，とて
も考えられないことである。
　〔某年における官鋳天保銭の現存数〕
　官鋳天保銭の総数又は某年における官鋳天保銭の現存数を確認することは，非常に困難なこと
であり，不可能に近いことである。
　明治18年11月20日の朝野新聞において，天保6年以来の官鋳天保銭の総数について，次のよう
に論じられている。
　天保6年から明治3年迄の間に，大凡4億余万枚の天保銭が幕府や新政府によって鋳造された
と言われているが，「その積額は幾何枚なるか，当時の載籍残閾せるを以て，其の確数は得て知
るべからず」と述べた後，その確数を明らかにすることの出来ない理由として，
　（1）嘉永以来，わが国海防の事が盛んであった時，各大藩において，多くの天保銭が大砲鋳造
　　の地金として鋳潰されている。
　（2）幕末明治の初めに，各藩において天保銭の密鋳が頻りに行なわれていた。
　（3）幕末から明治にかけて多くの天保銭が海外に流出している。
上の条々を挙げて，これらのことを考えてみると，ある時点（例えば，明治3年末とか，明治29
年末とか）における官鋳天保銭の現存数などは不明であるとしている。即ち，官鋳天保銭の大半
は大砲の地金として鋳潰されたり，海外に流出したりしているので，明治初期には官鋳天保銭の
残りと各藩の密鋳天保銭とが混交して流通していたと考えられるからである。
VII大阪鋳天保銭と薩摩密鋳天保銭
　大阪銭と言われていた天保銭は，江戸金座の大阪出張所で鋳造された本座銭の一種と見徹され
ていた。
　これを念頭に，小川吉儀「天保通宝鑑識と手引』　（昭和41・万国貨幣洋行）を見ると，本書には
本座銭および各藩各地で鋳造された多くの天保通宝の拓本を掲げて解説しており，　（定説では，
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大阪銭は慶応元年2月に大阪西成郡難波村に鋳銭出張所を設け，慶応3年末迄鋳造を継続したと
言われているが，）「大阪銭」の条を見ると，
　（1）大阪銭は本座銭と比較して，図形特に背郭に大差があり，本座広郭を直ちに手本母銭とし
　　て直鋳したものとは言われない点がある。　（金座直轄であったら新たに別の母銭を作る必要
　　が認められない。）
　（2）大阪銭は，その左右両側桐極印が小さい点と，金質には白銅質に至る迄，多種多様あって，
　　金座出張所製作としての権威が示されているとは言はれない。
　上記の二点から大阪銭が本座銭と異なっている点を指摘して，本座銭としては疑問のあること
を述べている。
　また，この書よりも約10年後に発行された小川浩編『新訂天保銭図譜』（昭和50，日本古銭研究会
刊）を調べてみると，この書には，本座銭をはじめ，薩摩・久留米・福岡・岡（九州）・高知・山
口・水戸・秋田・南部等の諸藩鋳造の天保銭を掲げているが，「大阪銭」や「大阪鋳銭」の項は
なく，そり代りに「薩摩鋳銭」の条に，
　　「琉球通宝当百を最初に造ったのち，大部分は天保当百銭を密鋳したのである。薩英戦争に
　よる英艦攻撃後，西田村に移転してから琉球半朱と天保銭を造り，当時安芸藩が財政困難であ
　った為，薩摩は正金十万円と天保当百銭五万両を二十年賦返済として貸したという。
　　その代り，米，銅，鉄を年々三十五万両ほど購入し，代金は天保通宝で支払う計画で，その
　取引地は御手洗島に定めたのは翌元治元年春であったという。
　　これを推定すると，現出広穿当百銭は前期となり，旧大阪銭のものが後期と考えられる。旧
　譜の大阪銭が全国至る所で見られるのは，薩
　軍が戊辰の役に各地に転戦していたことと考
　え合わせて頷かれる。」
　また，薩i摩藩鋳銭図譜の中の「広郭」につい
ては「旧譜大阪鋳とせしは誤りで，文久三年以
後に作られたもの。大広郭にして琉球大字広郭
（注6）と同一一ee作なり。銅質深黄，灰白，黒褐
色，白銅等色々である。」と記されている。
　即ち，その数が多いはずの薩摩天保が，現在
その品が少ないように考えられていたのは，前
期の「広穿」だけを薩摩天保だと考えて，後期
の「広郭」の薩摩天保を本座銭の一種の大阪銭
だとして別に考えていたからである。
　なお，薩摩天保の特徴は「穿」　（銭の中央の
穴）がガマグチと言われる程大きいとされてき
たが，これは前期の薩摩天保であって，従来，
大阪銭と言われてきた「広郭」　（銭の穴のまわ
りを囲んで高くなっている部分の幅が広いこ
と）の天保銭は，薩摩藩の後期の密鋳天保だと
いうのである。
　後期の薩摩密鋳天保（広郭）が大阪に特に多
かったのは，薩摩藩が，この天保銭を大阪に多
く運んで物を買いつけていたからであろう。
宵覇
写真2　前期の薩摩天保　後期の薩摩天保＝大阪銭
（現物大）　　（広穿）　　　　　　　（広郭）
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珊［前期の薩摩天保と後期の薩摩天保
　天保通宝の鋳造は天保6年9月から始められ，明治3年8月鋳造停止となったが，その通用は
明治24年末迄であったから，通用期間は54年間であった。
　ところが，私の当面の研究対象は天保銭の秘史ともいうべき薩摩天保の歴史であり，戊辰戦争
を推進する原動力となった薩摩天保の密鋳史である。
　薩摩天保の鋳造期間は，大きく考えると二つの時期に分けることができる。
　文久3年7月2日の薩英戦争の時，英艦の砲撃によって，薩摩藩の鋳銭局が灰儘となり，凡そ
30日ぼかり休業して，再開後，3か年間に天保銭の密鋳高が合計290余万両に達したのであった。
　鋳銭局が灰儘になったとすると，天保銭の鋳造設備，特に天保銭の母銭が焼滅して使用不可能
になったはずであるから，その鋳銭設備と共に母銭が造り直され，その後は新母銭によって天保
銭が鋳造されたと考えられる。
　小川浩氏は，その『新訂天保銭図譜aにおいて，従来の「大阪銭」を否定して，これを後期薩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　　　　o　　o摩天保とされていることによって考えてみると，薩摩天保は，その時代と形態から次の二つに分
類することができる。
　◎前期（文久3年7月迄）の薩摩天保一広穿期
　◎後期（文久3年8月以降）の薩摩天保＝広郭期
　今迄，古銭としての広穿期の薩摩天保は，一般に高価であり，　（普通の天保銭の値段が千円前
後であったのに），1枚数千円から何万円という値段がつけられていた。
　薩摩天保の歴史を調べてみると，彩しい数の密鋳銭が造られ，国内に流布していたはずなのに，
薩摩天保の値段が高いということは，実に理解に苦しむことであった。
　これに対し，天保銭の中の「大阪銭」といえば，ありふれた天保銭であり，現存数も多く，そ
の値段も，普通或いは普通よりやや高い程度であった。
　今迄，前述の広穿薩摩天保が特に高価であったのは，その鋳造期間が，鋳銭局の開局（文久2
年11月19日）から文久3年6月迄の僅か7か月半であったために，古銭としても品薄で高価であ
ったのだと頷かれる。
　だが，薩摩天保の中には，後期に盛んに鋳造されたく広郭の天保銭〉（従来の大阪銭）も含ま
れることを考えてみると，薩摩天保の現存総数も依然として，その数の多いことが知られるであ
ろう。
　今，前期薩摩天保を広穿，後期薩摩天保を広郭として示したのは，その著しい特徴を以て表示
したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o
　次に参考までに，基準としての本座銭（官鋳銭），大阪銭（小川浩氏の研究によって，後期の
　　　　　　　　　　　o　　o　　o薩摩銭とされたもの），薩摩銭の特徴を表示してみよう。この表は天保銭研究諸家の意見を総合
した『ボナソザ』第4巻第6号に発表のく天保銭の鋳地識別のコツー覧表〉を参考にして作成し
たものである。
本　　座　　銭
（官　鋳　銭）
大　　阪　　銭
（後期薩摩天保）
○色合は深黄色。精美で肌は密。初出は長郭で，のちに細郭または広郭と変る（注7）。
　輪は非常になめらかである。
　面文は端正である。
○色合は，白銅色・黄白色・黒褐色など様々である。
　広郭で穿内が小さい。イビヅな感じ。本座銭に似ているが大字。通字のくシンニュ
　ウ〉の最後の曲りが鋭い。左右両側の桐の極印が小さい。
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薩　摩　銭
（前期薩摩天保）
○色合は黒味を帯びた黄渇色。一見して本物（本座銭）より優れているような感じ。
　製作は精美で，銅の練りが良く，ヅルヅルした肌をしている。穿（銭の中央の穴）
　がガマグチと言われるように大きい。
IX　戊辰会津戦争に西軍使用の粗悪密鋳天保
　幕末戊辰前後において，天保銭を密鋳したのは薩摩藩だけではなく，西国では久留米・福岡・
岡・土佐・山口等の諸藩，東北では秋田・南部・会津等の藩も，規模の大小は別として，この密
鋳を行なったと言われている。
　西国の藩兵が戊辰戦に際し，密鋳天保銭をどのように行使したかという具体例の調査は，115
年も経過した現在において非常に困難であり，不可能とも考えられる。
　会津若松市の中村栄一氏の「戊辰之役，会津戦争における西軍使用の軍用貨考」（昭和52年10月
『ボナンザ』）は，戊辰会津戦争の際，官軍が会津藩の農山村に使用した密鋳又は贋造まがいの二朱
金・一分銀・一朱銀・文久銭・天保銭・琉球通宝等の調査であるが，これは方法的に優れた研究
だと考えられる。
　氏は資料の収集に10年の日子を費されているが，それは次に述べるような方法を採ったからで
ある。即ち，その天保銭の採択について，
　（1）会津戦争での戦闘があり，西軍の駐留した旧市郊外で，日光口，白河口，須賀川口，滝沢
　　口，越後口に当たる地域にあった天保銭。
　（2）藩政時代より代々居住していたと確認され，当時，中流以上の農家にあった天保銭。
　（3）その農家の家族に古銭の知識がなく，過去においても，その形跡がなかったと思われる家
　　庭にあった天保銭。　（古銭家がおれば，蒐集品との区別がつかなくなるので）。
　（4）古銭のほかに，会津戦争の当時の遺品が必ずある家庭にあった天保銭。
　（5）旧藩関係者は除外する（これらの方が西軍の軍用貨を入手するはずがないと思われるので）。
　（6）以上の条件を具えても，古銭が複数以上なければ除外する。
　その他，本座銭として古泉譜にあるものは除くとか，判定困難なものは留保するとかいう厳し
い条件によって資料を集めたという。
　次に，これらの軍用貨について，中村氏の記されている中で，私が興味を惹かれたのは，
　　「当時の農家の言い伝えによりますと，西軍の進軍して来た農村は，いずれも戦禍の及ぼな
　い村々に縁故を頼って避難したり，山中の作業小屋や炭焼小屋等に避難し，戦域内の農村はす
　べて空屋となっており，月余に及ぶ戦闘が止んでから家へ帰って見ると，食糧，家畜，燃料等
　はすべて無くなっておりましたが，家財には手をつけてなく，新しい反物は傷の手当に使用し
　たものと見えて，取り出してあり，炊具は使用し放しで，薪も全部無くなっており，呆然とし
　て途方にくれたと伝えられております。
　　………（西軍の置いて行ったと思われる）これらの貨幣は，紙や布に包んで，床の間や大黒
　柱にくくり付けてあったとのことです。
　　西軍の立場からは，略奪したのでは無く，代金を支払ったという意味なのでしょうが，百年
　も経過した今日，その大部分が失なわれてしまったのでしょう。」
と述べられ，その天保銭については，
　　「天保銭は七種ありましたが，うち五種類は真鍮銭で，琉球（通宝）の二種類は赤銅銭です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　わか　（1）一（4）までの分は，拓本で多少はお解りと思いますが，製作はヒドいもので，凹凸がはげしく，
　面にも背にも，また（2）などは側面にもコブがあり，コブだらけで，コテンパンにやっつけられ
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たボクサーみたいなものです。
　不知銭や彷鋳銭の泉譜の中にも該当するものがありません。
写真3
　　　　＾T“　痛・「グ
（下略）」
〔粗悪密鋳天保通宝〕
姦饗総・
あ　’ハリレ
釜演
蟻
欝ノ
　　　印質量長幅厚極
灘難鍵、、榔、臨灘績
真鍮
19．49
50，3％
32．9〃
2．5〃
両側星型印
　　　印質量長幅厚極 真鍮
22．OS9
50．5％
33．0〃
3．0〃
左側星型印
　　　印質量長幅厚極 真鍮
21．29
49．2％
32．4〃
2．8〃
両側星型極
印
　　　印質量長幅厚極 真鍮
19．359
48．1％
32．0％
2．4〃
両側星印花押
の下辺三ッ波
と，なお，これ等の天保銭の各種について詳しく説明しているが，成程，これ等は普通の薩摩天
保などとは比較もできない粗製乱造の天保銭であって，天保通宝図譜などにも見られないもので
ある。
　尤も，篠田鉱造『幕末百話a（角川選書）の中に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たち　　「幕末になってから，　（天保銭を）各藩で鋳造して，その質の悪い事といったら大変。瀬戸
　物を交ぜたというくらいですから叩くと直ぐ欠けてしまう。………最も御維新後が甚だしい。」
とあるから，戊辰の頃にはこの類の天保銭が多かったのであろう。
　中村氏は「天保銭に真鍮を用いたりしているほか，製作がまことに粗雑で，当時の通用正貨か
ら見て，素人の眼からも本物と見られない代物であり，武力の背景なくしては，とうてい通用さ
れるものではなく，利益を目的とした贋物とは見られない。」と述べているが，拓本で見ただけ
でも平時ならぽ通用しないような天保銭である。官鋳天保銭は20．63グラムの銅銭（銅81％，鉛
10％，錫8％，その他雑分）であった。
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　天保銭の仕上げ工程としては，砂型から取り出された鋳放銭（多くの天保銭型のものが枝状を
なしているもの）から一枚ずつ切り離され，ヤスリ場に廻され，四角な孔と楕円形の縁とがヤス
リで仕上げられ，豆の汁で煮て附着している砂垢を取り去り，研場に廻されて，表面を磨砂で磨
　　　　　　　　とき，砥石と木炭で研いで輪廓と文字を滑かにし，更に荒縄で擦って光沢を出して仕上げられるの
である。
　然るに問題の天保銭は「凹凸がはげしく，面にも背にもコブがあり，コブだらけ」だとのこと
であるから，火急の必要に迫られて，仕上げ工程に大省略があったと考えられる。一戦時強制
通用を意図して持ち込んだ天保銭の贋造品ではあるまいか。
　いずれにせよ，これらの粗悪天保銭も密鋳天保銭の一種であったことは確かであるが，これ等
の天保銭が何処で鋳造され，何処の藩の者によって会津近辺に持ち込まれたかということは全く
見当がつかない。
　ただ，これ等の天保銭と共に琉球通宝も持ち込まれていたということであるが，これを薩摩藩
兵以外の者が持っていたとすると，かなり不自然なことになる。
　また，明治初年には，この種の粗悪天保銭が多かったといわれているが，このような粗悪天保
銭では明治2年の明治新貨との引i喚え申請は，とても出来なかったであろう。というのは，この
種の天保銭は，天保銭としては粗悪な格外品であったと考えられるからである。
X　む　　す　　び
　従来，古銭学者によって，天保6年から明治3年迄の間に鋳造された官鋳天保銭の枚数高を
〈4億8，000万枚〉とする説について，よく精査してみると，之は，この間に鋳造された官鋳天
保銭の合計高から
　A．嘉永以来，国防のために諸藩で大砲の地金として鋳潰した多くの天保銭。
　B．天保6年以来，海外に流出した天保銭。
上記のAとBとの天保銭の枚数を差し引いた残高に，
　C．文久2年以来，薩摩藩，その他の諸藩で密鋳した多くの天保銭の枚数。
上記のCの枚数を加算したものであって，4億8，000万枚というのは純然たるく官鋳天保銭〉の
枚数ではなかったことが知られる。
　したがって，明治29年末の天保銭の引揚交換高の〈5億8，000万枚〉から〈4億8，000万枚〉を
差し引いた枚数は，当時世上に流通していた諸藩で密鋳した天保銭の総枚数よりも遙かに少なか
ったはずである。
　というのは，4億8，000万枚というのは，明治2年度に新貨との引換申請のため届け出た，そ
の時の現在高であって，この中にも，既に当時流通していた密鋳天保銭の大部分が含まれていた
からである。
　要するに，天保6年以来明治3年迄の間に鋳造された官鋳（幕府や明治新政府鋳造）の天保銭
の正確な総数は不明であり，仮にその数を文献的に確かめることができたとしても，この期間中
に，前述のA，B，　Cという不確定な彩しい枚数の増減があったため，官鋳天保銭の累計総高な
どと云ってみても，殆んど無意味なものになっていたからである。
　これに反し，薩i摩藩の天保銭の密鋳高は，当事者の言として最も信頼すべき『市来四郎君自叙
伝Sには「290余万両」とあり，比嘉春潮氏は，　「290万両中，267万両は天保銭」　と記している
ので，これは少なく見積っても，2億5，000万枚以上であったと考えられるが，何しろ自藩にお
いても秘密に鋳造された密鋳銭のことであるから，薩摩藩以外の各藩の密鋳高などは全く不明で
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ある。
　ただ，薩摩藩の貨幣の密鋳は，天保銭に限らず二分金等にも及び，これらを軍資金として用い
たことは，諸書に散見するところである。
　従来のように，薩摩その他の諸藩によって密鋳された天保銭の総数が一億枚であったとすると，
薩摩の密鋳天保が，その過半であったとしても，その金額は290万両の何分の一かになってしま
って，市来四郎や比嘉春潮氏の言に合わなくなる。
（注1）・r中山開宝」「琉球通宝」などの鉄銭凡そ10万貫を10年間に鋳造云々………比嘉春潮の「琉球藩」
　　　　　（『物語藩史』の九州の諸藩）
（注2）。安田の屋久島に調流されたことに関連して，『史談会速記録』第30に次のように記されている・
　　　　　「（幕府は）偶々本藩鋳銭を請ふに乗じ，安田なる者をして，本藩の内幕探偵の策を施し，鋳銭に
　　　　ついては安田なる者の受負事業とし，其利益を幕吏と折収する密謀なりしが，大久保，中山等其事
　　　　情を探知したるが故，銅鉱探求の名を以て屋久島に遣はし，名は御用云々を以てし，其実流調した
　　　　るものなりき。
　　　　　安田の受負約束と云ふは，橋場鋳銭工10余名を雇ひ下し，或は原料銅，錫亜鉛の類，其他鋳銭
　　　　器械も調製し来り，加え，藩庁は資本金10万両を安田に託せられ，開業費に充てしめ，当百銭124
　　　　文の価格を以て通用相場を建てるときは，当百銭一枚の鋳造費凡そ36文余にして，其純利凡そ87文
　　　　余を得る算なりきとそ。」
（注3）。『忠義公史料』（4・－147）に「梵鐘仏具ノ銅器彩多ナルヲ，砲器製造ノ料，或ハ天保銭ノ鋳料二充
　　　　テラレタリ。」ともある。
（注4）。明治2年における旧貨幣流通量というのは，明治2年に明治新貨との引換え申請量である。
（注5）。天保通宝の鋳造は，明治新政府による明治3年の鋳造が最後であった。
（注6）。「琉球大字広郭」……琉球通宝の中でも，その銭面のく琉球通宝〉の文字が普通より少し大きく，
　　　　中央の四角の孔のへりの幅の広いもの。
（注7）。広郭・細郭・長郭……郭（かく）とは，銭貨の中央四角の孔のへりの幅（はば）のことである。そ
　　　　れで，広郭とはこの孔のへりの幅の広いことで，細郭とは，その巾が狭いこと。また，長郭とは郭
　　　　の縦長のもののことである。
（注8）。薩摩藩の贋金鋳造を証するものに，明治2年9月17日の中外新聞の記事がある。ここには「窮乏訴
　　　　ふる道なくやむを得ず贋金を私鋳」という標題で，「鹿児島藩の願書」が掲げられている。この贋
　　　　金というのは，主として，贋二分金のことであろう。
　　　　　　　　　　　　鹿児島藩の願書
　　　　　頃日，伝承仕候処，贋金天下に布満し，万民これが為に一方ならず困苦を蒙り，剰へ外国人より
　　　　種々御難題目立，於朝廷必至御配慮被為在候趣奉恐縮，然るに内実は当藩において鋳造仕候儀相違
　　　　無御座候。
　　　　　抑通宝私鋳の禁は不易の大法にして，犯すべからざるは必然に候処，旧幕府の政，名分紫乱し，
　　　　道の以て履む可き無く，法の以て取るべき無く，終に干2を開き，復古の今日に至られ候程の形体
　　　　に有之，具に既往の次第申上候へば，一図に皇国恢復の表目上よりして，闊国独立割拠の断決に及
　　　　び専行仕候。
　　　　　畢寛東西奔命の疲労莫大にて，財尽き途窮り，百方訴ふる所を知らず，所謂大行細瑛の格言も有
　　　　之，実に前後不得止の至情にて，天地無塊の心底に候へ共，大権帰朝，信賞必器，名正言順の時に
　　　　当り，殊に前条一大事の御国害を醸し候に付ては大罪遁るべからず，畏縮の仕合に御座候。
　　　　　此上は明白に情状を陳述し，天裁を仰ぎ奉る外無御座候旨，今般申進候趣に御座候に付，速に御
　　　　評議被為在，御所置被成下候様奉願候，此段申上候。以上
　　　　　　入月廿四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島藩公用人　　　姓　　　名
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　　　　（弁　官　宛）
。なお，この記事の標題の傍には「鹿児島藩罪状を告白」と注記されている。最近の著書では，志賀
登『百姓一揆』（潮出版社）の中に，
　　　「……また，維新の内乱を利用して，薩摩や長州，土佐なども質のわるい贋二分金を出した。
　　このため，明治3年になると，この贋金は大蔵省引替え高でも115万両におよび，そのほとんど
　が戊辰戦争での向背のやま場となっていた尾張以東の地で使用されている。」という一節が見え
　　るが，この贋二分金の総額115万両にしても，薩摩藩の密鋳天保銭の290万両と比較してみると，
　遙かに少なく半分以下であった。
